
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 9 回 理事会  

日 時 平成 30 年 1 月 12 日 19：40～21：15 

場 所 道ノ尾病院 さくら棟会議室 

出席者 

理事：塩塚 順、大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、小無田彰仁、山下潤一郎、重松康志、 

 永木照彦、西本加奈、浦川純二、志岐浩二、大石勝規 

監事：平野英三 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

事務局：西 啓太、坂井孝行、仲宗根歩 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）平成 29 年度第 2 回学術研修会補正予算について 

平成 29 年度学術研修会予算を 300,000 円としていたが、第 1 回学術研修会で 220,000 円使ってい
る。第 2 回学術研修会予算が 152,000 円を予定しており、72,000 円の不足となるため補正していただけ
ないか。第 1 回で 220,000 円もかかっているのは、痛みに対する理学療法で講師に東京から来ていただ
いたため。審議の結果、提案通り可決された。 

２）診療報酬・介護報酬改定研修会について 
 日本理学療法士連盟主催のもとで、診療報酬改定と介護報酬改定の研修会を開催予定。2 月 24 日に介
護報酬改定研修会、3 月 17 日に診療報酬改定研修会。会場で受けることも可能だが、この内容をダウン
ロードしサテライトでも可能。今回はダウンロードして行う形を予定。問題は本研修を日本理学療法士
連盟の主催のもとで行っていいか検討したい。予算は 15 万円。介護保険部と一緒にして縦系列でやれ
ば費用も抑えられると思う。日程は会場次第だが 3 月後半を予定。参加費は PT 会員 2,000 円、会員外
5,000 円。同じように介護保険部とも早急に話をする。審議の結果、提案通り可決された。 

３）JPTA表彰の件について 
表彰委員長から表彰対象者ということで、協会賞推薦の方で塩塚会長と井口氏の名前が挙がってい

る。推薦の可否を審議する点と他に対象者がいらっしゃれば教えていただきたい。協会の表彰が変わっ
ており功労賞とか学術とか 3 つくらいあったが無くなった。実際 JPTA の代議員や委員会委員など、何
らかの役員を経験しないと基準を満たさない。県士会の理事を長くやってもポイントが足りずハードル
が上がった形となった。今のところ基準を満たすのは 2 名のみ。城田氏から、それ以外にも県知事表彰
とか様々な表彰があるので、該当者のリストを作成してほしいという話があった。事務局から過去にノ
ミネートの対象者として準備した資料等、全て表彰委員長に申し送っている。まず県士会会員の現状を
把握する。審議の結果、提案通り可決された。 

４）壱岐市介護認定審査会委員の推薦について 
壱岐市から事務局の方に審査委員の推薦をということで文書が届いている。NPTA の推薦規定に準じ

た形で理事会の承認を取り付けたい。本年度までは石本氏だったが推薦規定を確認したところ、石本氏
が「推薦リーダー取得者」という要件を満たしていないことが判明。その他の要件は満たしている。以
上の内容を踏まえて壱岐地区代表の西先生に相談したところ、壱岐地区内に推進リーダー取得者かつ推
薦できる者が不在であり、石本氏が来年度以降に推進リーダー取得を確約することで継続したい旨を確
認。審議の結果、提案通り可決された。 

５）推進リーダー制度（地域包括ケア/介護予防）の会員の申請状況について 
12 月末分までの推進リーダー制度の申請について、県士会の指定事業終了が 8 名。審議の結果、提案

通り可決された。 
６）新入会員・賛助会員の承認について 

入会２名、退会６名。審議の結果、提案通り可決された。 
（２）報告事項 
１）第 29回 長崎県理学療法学術大会進捗状況報告について 

タイムスケジュールに若干変更がある。1 日目、拡大理事会会場は野田郷ふれあい館。発表は口述 48
演題とポスター20 演題集まり、査読終了し今月中に発表者、座長にお知らせ可能。情報交換会はロイヤ
ルチェスターホテルを 80 名前後の予定で抑えている。2 日目、10 分時間を早め 9:50 から口述が始まり
韓国との国際交流についても若干時間を早めている。この件は韓国側にもお伝えしている。今回韓国か
ら 4 名参加。当日は国際部長兼通訳のキム氏が通訳をしていただく。基調講演で山口氏に産業リハにつ
いてお話しいただくが、韓国では産業リハが進んでいることもあり、そちらのテーマで韓国側にもお話
しいただくよう調整中。演者は副会長ハン氏。また、長崎地区の方で 1 日目に施設紹介をすることにし
ている。今回、他の地区の代表にも声をかけ、県全体で発表会ができるのではと思っている。大会誌の
ゲラは会長はじめ、大会長、講師の先生方に抄録の方依頼中。今回ペーパーレスということでダウンロ
ードすることになるが、協会理事・監事の分は印刷予定。韓国側から施設見学の依頼があり、当日開会
式終了後に長崎北病院、プライエム横尾、さくらの里を見学予定。来年度の記念学会について大会長を
塩塚会長、準備委員長を山下理事に依頼中。会場については検討中。時期について、鹿児島の学会が 10



月。2 月はブリックホールが使えないということなので、前倒しで 11 月くらいにしないといけないので
は。11月は分科会が入っているが、大きな影響はないと思う。ブリックホールの国際ホールを予定。 

 ２）総会までのタイムスケジュールについて 

今年度は役員改選の年であり、事務局内準備、年度末の公益インフォ提出作業と総会終了後の速やか
な変更届、H29 事業報告提出作業等に備えるため、総会までのタイムスケジュールを役員皆で把握して
ほしい。また、平成 29 年度下半期の定時監査の日程も決定できればと思う。NPTA としては、2 月
24、25 日の拡大理事会で平成 30 年度事業計画・予算案の叩き台を作り、3 月の理事会で揉んで決議。4
月理事会は総会の招集決議を審議する。また新しい長崎県理学療法士協会の組織図案、事務所移転につ
いて審議する。事務所移転について POS 併せて三団体で事務所を一つに構える案はその話がどこまで
進むかによる。4 月 22 日に新人オリエンテーションを予定。平成 29 年度下半期の会計監査について、
財務的に 4 月 26、27 日でどうか。5 月は理事会開催。6 月は 8 日に総会前の理事会、10 日に定時総会
となり、新役員の選任、組織図提示、事務所変更となれば定款変更も決議が必要。総会終了後速やかに
臨時理事会を開催し、新会長、副会長選任について決議。事務局サイドでは適宜宮崎司法書士、東公認
会計士と相談。理事・監事の先生方には NPTA のタイムスケジュール確認をお願いする。総会の場所は
アマランス、道ノ尾ホール、メルカ築町が候補。金銭的にはアマランスが安い。 

 ３）平成 30年度 第 1回新卒者研修（オリエンテーション）開催日程と参加のお願いについて 
4 月 22 日道ノ尾ホールで開催予定。例年通り 2 つほどポイントが取れる研修を予定。離島、遠方の先

生は無理されないでいいが、近い地区の先生方には代表にも是非参加していただき、新人と交流してい
ただきたい。 

４）平成 29 年度 訪問リハマップ＆小児リハマップアンケート集計報告について 
今年度の事業として、マップ掲載施設に対しアンケートを実施。訪問リハ、小児ともに掲載施設の

74％程度の回収率だった。パンフレットもした割には、ダウンロードできることを知らない施設が 2 割
程度あり、そのうち活用できた施設はさらに少ない。良かった点は自分の施設を周知できたことが多か
った。課題として周知徹底をお願いしたいという声が多かった。 

５）平成 29年度 第 10回拡大理事会開催について 
平成 29 年度長崎県理学療法士協会第 10 回拡大理事会について、2 月 24 日 11 時から 13 時まで野田

郷ふれあい館にて開催予定。審議事項は平成 30 年度事業予算案、事業計画となる。資料作成の為、平
成 30 年度事業計画を 2 月 9 日までに総務部へ送付していただくようお願いしたい。またメールにて周
知徹底する。 

６）その他報告事項 

・会員不祥事について：不祥事が 2 件あり、厚生労働省から名称使用停止の通達があった。1 名に関し
て、執行猶予付きの実刑判決。複数回の行為に及んでおり、警察がマークしている中で複数の証言が
取れ、確定したという経緯。協会の方でも会員資格停止の形。NPTA としての対処を検討した結果、
そのまま受け入れることになった。全国的にもこのようなことは起きており、倫理の方で会員に事案
を周知して、再発防止に努める必要がある。当会としても異議ない旨を返信する。 

・在宅支援リハビリテーションセンターについて：長崎県と長崎市が費用を負担し、モデル事業として
長崎地区を 8 地区に分けた在宅支援リハビリテーションセンターを作っている。虹が丘病院、北病
院、和仁会病院、三原台病院、サンブライト愛宕、長崎リハビリテーション病院、さくらの里、小江
原中央病院の 8 か所になっている。POS のネットワーク構築やかかりつけ医との連携が課題となる。
リーフレットを作ることになっているが、長崎地区代表から 8 センターのエリアの施設に事業の説明
と協力依頼のアナウンスをしてもらえると各施設も話を持って行きやすいと思う。長崎地区が 2 年間
でやることになっている。今度連絡会が 22 日にあるので、PT だけの分、OT や ST とやる分など調
整していきたい。今度のぴーかんてらすでも事業紹介は掲載予定。 

・会員権利停止について：入会手続きをして、3 か月間振り込みがないと会員権利停止となり、発送物
がすべて止まり、研修会に会員として参加できなくなる。今回は新人ばかり 15 名上がっている。未
納退会をしようとした人が 2人いた。15名の方にはもう一度連絡することにする。 

・平成 30 年度予算案について：平成 30 年度の予算が出ていない部署があるが、そこについては現状維
持で出しておく。来週中にたたき台を上げて、2 月に状況を確認した後、三役ないし組織運営委員会
で検討。 

・臨床実習指導者研修会講師について：昨年、教育部で行った臨床実習指導者研修会の講師であった S
病院の A 氏が昨年 10 月の時点で 1 年間の停職処分を受けていることが分かった。原因は新人に対す
るパワハラ。連絡を受けたのが開催 2 日前だったため、変更しようもなく、そのまま開催となった。
本人に対し事実確認の文書を送り、期日を切って返信をいただくように求めることにする。会長名で
かまわない。三役で確認して事務局で出すようにする。 

・今回の Web 会議について：初めての試みとして web 会議を使用しての理事会となった。全体的にマイ
クが雑音を拾ってしまい聞き取りづらい。壱岐地区では集音マイクを使用しているので、その方が聞
きやすいとのこと。 

 


